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「統合的な理解」「総合的な発揮」やっとまとまっ
てきました！－問題をどう解決するのか－

（「審議まとめ」の方向性① 教育課程企画特別部会2026.8.4）



審議まとめの方向性

①「個別最適な学び」は次期学習指導要領のどこに落とし込まれるか

②「中核的な概念」の深い理解から「統合的な理解」「総合的な発揮」へ、
最後の問題点は？

③ 総合的な学習･探究の改善点－情報教育とのカップリングからマイ探究
（個人探究）へ
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②補足 高次の資質･能力の上限を定めよ－単元を超えるか否か－

②補足Part2 現場の授業力に配慮して高次の資質･能力は評価せず－現実対応、
それで現場は変わるか？

④ 学習評価（観点別評価）－学びに向かう力・人間性等を各教科等の個別水
準で見取れる形式を示せるか？

⑤ 高校にとっての柔軟な教育課程－義務教育段階での施策とのズレをどのよ
うに埋めるか



まず、問題点を復習します
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『論点整理』（2025年9月25日）
と
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に対応させた深い学び

・⽯井英真 (2020). 授業づくりの深め⽅−「よい授業」をデザインするための５つのツボ− ミネルヴァ書房

[

文

献]

(参考)

統合的な理解
総合的な発揮

深い学び
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での授業づくり（＝概念型授業[指導・学習]）

単
元
の
終
了

単元を貫く問い

概念レベル

個別レベル
（知識･技能）

教科書にある知識及び技能

初発の思考や行動

統合的な理解
総合的な発揮

START

（例：中学生の歴史）「明治政府はどのように国づくりを進めたのだろうか」（帝国書院）



「教育課程企画特別部会（第15回）」令和8 [2026]年5月13日

評価対象はここ

※高次の資質・能力
（統合・総合）は直接
的な評価対象ではない

高次の資質・能力
を「活かして」単
元構想を求める

１

２
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知の構造に対応させて理解すると…

高次の資質・能力
（統合・総合）

単元目標･評価対象

大
中
小
様
々
な
単
元
学
習

を
通
し
て
統
合･

総
合
を

練
り
上
げ
て
い
く



解決しましょう

教育課程企画特別部会 第16回
2026年8月4日

・【資料2】審議まとめに向けた検討
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「統合的な理解」「総合的な発揮」による

「統合的な理解・総合的な発揮」は、（１）で述べたように、
個別の資質・能力の「深まり」を可視化し、「統合的な理解
の状態」「総合的に発揮している状態」を一定の内容のまと
まり（複数の内容項目・事項や領域等）ごとに、「資質・能
力の軸」をシンプルに示そうとするものであり、それ自体を
新たな内容項目として付加する性質のものではなく、むしろ
内容の精選に繋がるものである。

これを踏まえると、「統合的な理解・総合的な発揮」は、各
教科等の本質に迫ることができるよう、個別の資質・能力の
育成にあたり単元構成を促し、深い学びの実現のために多様
なアプローチが可能な学習活動を展開させる観点から、達成
の目標ではないものの、内容のまとまりごとに資質・能力の
獲得や発揮の方向性を示す目標としての性質を有するもので
ある（いわゆる方向目標）。
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知の構造に対応させて理解すると…

高次の資質・能力
（統合・総合）

単元目標･評価対象
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個別の資質・能力
（個別の知識＋思考力・判断力・表現力等）

事実的知識

達成目標

方向目標



15『論点整理』（2025年9月25日）

統合的な理解と総合的な発揮

事実的知識

達成目標

方向目標

←深まり
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(課題) 事実的知識と個別の知識は

上に上がらなければ、「事実的知識」は
「個別の知識」にならない
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最後は ！

このように、構造化を生かした単元構想を実現すること
で、育成すべき資質・能力を意識せずに、教科書「を」
網羅的に教える授業や「本時主義」といった授業づくり
の実態からの脱却に繋げることが重要である。そのため
には、教科書会社が編集に当たって、参考イメージで示
したような整理を行いながら、「統合的な理解・総合的
な発揮」に至ることができるような問いや評価課題、学
習過程が明確となった教科書を編集し、指導書等でその
構造を一層具体的に示していくことで、経験の浅い教師
でも「統合的な理解・総合的な発揮」を自然に念頭に置
きながら資質・能力を関連付けて深めていく授業づくり
が徐々にできるようになっていく環境が整うよう促して
いく必要がある（教師が参考イメージを常に作成するこ
とは想定していない）。
・また、このように資質・能力の繋がりで単元全体を捉
え、資質・能力を関
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「好き」を育み「得意」を伸ばす＋自己調整学習・
方略との関係－好きでなくても学習を価値付けるために－

（「審議まとめ」の方向性② 教育課程企画特別部会2026.8.4）

次回の内容




